
運用別紙３

1
2
3
4
5
［記入方法］該当する項目の□を☑にする。その他理由がある場合は、評価項目下部のボックスに入力する。（対象外のチェックをはずし、評価に☑を入れること） （主任検査員）

3. 出来形及び 河川工事 □
対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

出来映え □ □

Ⅰ．出来形 □ □ 社内の管理基準に基づき管理している
□ □ 不可視部分の出来形が写真で確認できる

（土木工事用） □ □ 写真管理基準の管理項目を満足している
□ □ 出来形管理基準が定められていない工種について､監督職員と協議の上で管理している
☑ □

● 判定基準
該当項目が４項目以上・・・・・・ａ
該当項目が２項目以上・・・・・・ｂ
ａ、ｂに該当しない・・・・・・・ｃ

河川工事 □
Ⅱ．品質 対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

□ □ 着手前の測量等の記録・保存が適正である
（土木工事用） □ □ 掘削工について仕様書に定められた施工上の注意事項が守られている

□ □ 濁り防止等環境保全に配慮して施工している
□ □ 既設構造物に影響の無いように施工している。
□ □ 規定された掘削深度が確保されており、掘削面下を乱さないように施工している。
□ □ 法面に有害な損傷部が無い。
□ □ 土砂の運搬が適切であり、運搬管理も良好である。
□ □ 土砂量の検収・計測が的確に行われている。
□ □ 伐木前の樹林密度等の記録・保存が適正である
□ □ 伐木、除根等の適正な運搬、積卸、処分を行っている。

廃棄物、投棄物等の処理を適切に行っている。
☑ □

● 判定基準
評価値が８０％以上・・・・・・・・ａ
評価値が６０％以上８０％未満・・・ｂ
評価値が６０％未満・・・・・・・・ｃ

①当該「評価対象項目」のうち、対象としない項目は対象外を☑にする。
②評価対象項目数を母数として計算した比率（％）計算の値で評価する。
③評価値（　　％）＝該当評価数／（　　）評価対象項目数
④なお、評価対象項目数が２項目以下の場合はC評価とする。

契　約　番　号

工事名（案件名）

工期（履行期限）

業　者　番　号

施　工　業　者

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（河川工事（州ざらい工事））

ｄ
考 査 項 目 工種

ｅ

ｄ ｅ
考 査 項 目 工種

ａ ｂ ｃ

ａ ｂ ｃ

適切である ほぼ適切である

出来形管理が容易に把握できるよう、出来形管理図及び出来形管理表が適切にまとめられてい
る。

（州ざらい
工事）

（州ざらい
工事）

品質に係る評価対象項目の施
工が不適切であったため、監
督職員が文書で改善指示を
行った。

契約事項第17条に基づき、監
督職員が改造請求を行った。

適切である ほぼ適切である 他の評価に該当しない

出来形関係の評価項目に係る
施工が不適切であったため、
監督職員が文書で改善指示を
行った。

契約事項第17条に基づき、監
督職員が改造請求を行った。

他の評価に該当しない
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運用別紙３

1
2
3
4
5
［記入方法］該当する項目の□を☑にする。その他理由がある場合は、評価項目下部のボックスに入力する。（対象外のチェックをはずし、評価に☑を入れること） （検査員）

3. 出来形及び 河川工事 □
対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

出来映え □ □

□ □ 社内の管理基準に基づき管理していることが確認できる。
Ⅰ．出来形 □ □ 不可視部分の出来形が写真で確認できる。

□ □ 写真管理基準の管理項目を満足している。
（土木工事用） □ □

☑ □

● 判定基準
該当項目が４項目以上・・・・・・ａ
該当項目が２項目以上・・・・・・ｂ
ａ、ｂに該当しない・・・・・・・ｃ

河川工事 □
Ⅱ．品質 対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

□ □ 着手前の測量等の記録・保存が適正であることが確認できる。
□ □ 掘削工について仕様書に定められた施工上の注意事項が守られていることが確認できる。
□ □ 濁り防止等環境保全に配慮して施工していることが確認できる。
□ □ 既設構造物に影響の無いように施工していることが確認できる。
□ □

□ □ 法面に有害な損傷部が無いことが確認できる。
□ □ 土砂の運搬が適切であり、運搬管理も良好であることが確認できる。
□ □ 土砂量の検収・計測が的確に行われていることが確認できる
□ □ 伐木前の樹林密度等の記録・保存が適正であることが確認できる。
□ □ 伐木、除根等の適正な運搬、積卸、処分を行っていることが確認できる
□ □ 廃棄物、投棄物等の処理を適切に行っていることが確認できる。
☑ □

● 判定基準
評価値が８０％以上・・・・・・・・ａ
評価値が６０％以上８０％未満・・・ｂ
評価値が６０％未満・・・・・・・・ｃ

①当該「評価対象項目」のうち、対象としない項目は対象外を☑にする。
②評価対象項目数を母数として計算した比率（％）計算の値で評価する。
③評価値（　　％）＝該当評価数／（　　）評価対象項目数
④なお、評価対象項目数が２項目以下の場合はC評価とする。

河川工事
Ⅲ 出来ばえ 対象外 評価 ※が付く項目は評定必須

□ □ 浮き石等が無く表面の仕上げが良い。
□ □ 端部のすりつけが良く通りが良い。
□ □ 滞水がない。
□ □ 全体的な美観が良い。
□ □ 施工管理記録等から不可視部分の出来映えの良さがうかがえる。

● 判定基準
該当項目が４項目以上・・・・・・ａ
該当項目が３項目・・・・・・・・ｂ
該当項目が２項目・・・・・・・・ｃ
該当項目が１項目・・・・・・・・ｄ

出来形管理基準が定められていない工種について、監督職員と協議の上で管理していることが確
認できる。

規定された掘削深度が確保されており、掘削面下を乱さないように施工していることが確認でき
る。

出来形管理が容易に把握できるよう、出来形管理図及び出来形管理表が適切にまとめられてい
る。

優れている やや優れている 他の評価に該当しない

ｄ

劣っている
考 査 項 目 工種

ａ ｂ ｃ

ｅ

優れている やや優れている 他の評価に該当しない

品質に係る評価対象項目の施
工が不適切であったため、監
督職員が文書で改善指示を行
い、改善された。

契約事項第17条に基づき、改
造請求が行われた。

やや劣っている 劣っている

出来形関係の評価項目に係る
施工が不適切であったため、
監督職員が文書で改善指示を
行い改善された。

契約事項第17条に基づき、改
造請求が行われた。

やや劣っている 劣っている

考 査 項 目 工種
ａ ｂ ｃ ｄ

工種
ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

優れている やや優れている 他の評価に該当しない

（州ざらい
工事）

（州ざらい
工事）

（州ざらい
工事）

工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表（河川工事（州ざらい工事））
契　約　番　号

工事名（案件名）

工期（履行期限）

業　者　番　号

施　工　業　者

考 査 項 目
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